
歌うねずみウルフ ぺちゃんこスタンレー スーホの白い馬 （モンゴル民話）
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ウルフは、１３びき兄弟のすえっ子 ベッドでねていたスタンレーは、ぶ 厚 い まずしいひつじかいのスーホ
あつ

で、ウルフガング・ア・マウス・モー 大きな板につぶされ、体の厚さが１．３㎝に は、白い子馬を 拾 いました。ス
ひろ

ツァルトという名前のちびねずみです。 なってしまいました。お医 者 さんもどうし ーホが心をこめて世話したので、
い しや せわ

ウルフたちは、ピアノがじょうずなハ たらもとにもどるかわかりません。ぺちゃ 子馬はりっぱに 育 ちました。ス
そだ

ニービーさんの家に住んでいました。 んこになったことで、 便 利なことがあった ーホが、その馬に乗り、けいば
す べん り の

ある日、ハニービーさんは、ウルフの り、どろぼうをつかまえたりと大かつやく。 大会に出ると、１ 等 になりまし
とう

きれいな歌声を聞き、自分のひくピア でも、スタンレーは、ふつうの 姿 にもど た。ところが、との 様 は家来にスーホをうちのめすように
すがた さま けらい

ノに合わせて歌ってほしいと思うようになりました。 りたくてなみだを流します。 命 じ、 白馬 も取り上げてしまいました。
めい しろうま と

スズメのくらし くしゃみ くしゃみ 天のめぐみ

平野 伸明／文・写真 福音館書店 松岡 享子／作 寺島 龍一／画 福音館書店

スズメは身近な鳥ですが、どんなく はくしょんという名前のわか者が、
みぢか

らしをしているかあまり知られていま お母さんの大きなくしゃみで遠くに

せん。スズメをおそう 敵 がたくさんい 飛ばしてもらいました。落ちたとこ
てき と お

るので、 用心 深 いからです。 敵 にね ろは、 長 者 の家。長者のむすめは
ようじんぶか てき ちようじや

らわれないために、人家の屋根などの 耳が聞こえず、話すこともできませ
じんか やね

すき間や、タカの巣のかげに巣を作り ２０２４年 んでした。けれども、はくしょんが
す す

ます。ふつうの鳥とちがい、年に何回 くしゃみをたて 続 けにするようすを
つづ

も子育てをしたり、きれいずきなど、スズメのひみつを ３・４年生用 見て、はじめて声をたててわらいました。ほかに、しゃっ
こそだ

たくさんの 写真 で知ることができます。 くりやいびき、あくびなどのおもしろい話があります。
しやしん

ものぐさトミー 百まいのドレス のんきなりゅう
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トミー・ナマケンボは、電気じかけ 毎日、色のはげた青いワンピースを着ている むかし、とてつもなくなまけ 者 で詩
でんき もの し

の家に住んでいます。朝、日がのぼる ワンダが、「ドレスを１００まい持っている」と を作ってのんびりくらしているりゅう
す も

とベッドは 自動的 に 動 き出します。 言い出します。それからというもの、同じ教室の がいました。りゅうは、 読 書 好きな男
じどうてき うご どくしょ ず

おふろに入ったり、歯をみがくのも、 ペギーたちは、いつもワンダをからかいました。 の子と友だちになりましたが、おそろし
は

かみの毛をとかすのも、 服 を着て、ご ペギーの 親 友 デラインは、からかうのをいやだ いりゅうがいると村は大さわぎになり、
ふく き しんゆう

はんを食べるのも、すべて機械がやっ と思いながらも、やめようとは言えませんでした。 やがてりゅう退治の騎士がやってきまし
きかい たいじ き し

てくれます。ところが、あらしで 停電 になり、７日ぶり そして、ワンダは、とつぜん大きな町へ引っこし た。男の子はりゅうを 助 けようと騎士に
ていでん たす

に電気がくると 大変 なことになりました。 てしまいました。 会いに行きます。
たいへん


